
アンケートへのご回答受講アンケートに寄せられた質問へ
亀井先生からご回答いただきました！

令和４年３月３１日



ご意見・ご質問ありがとうございました。
ご意見・ご質問を原文のまま載せており、
回答は私個人の見解です。
参考になると幸いです。

ＨＰＶワクチンについての最新の情報は

も参考にしてください。 産婦人科医

亀井 沙織 氏

https://minpapi.jp

https://minpapi.jp/


◆中１の娘がいます。できれば９価ワクチンを打ちたいと思
い、公費負担になることを期待してギリギリまで待とうかな
と思っているのですが、早い時期に４価を受けてしまった方
が良いのか揺れています。先生はどうお考えですか？お答え
頂けるとうれしいです。

◆私自身が子宮頚がん検診に引っかかり、3ヶ月のごとに検
診を受けています。
子どもにワクチンをうたせようと思っていますが、4価が9
価でなやんでます。
今、6年生で、3月ぐらいに1回目を4価のワクチンをうとう
と思っていたのですが、9価が無料になるまで待った方が、
良いでしょうか…高価なワクチンなので迷ってます。

Q. 1



悩ましいですよね。9価のワクチンは高価ですもんね。

9価のワクチンは世界のスタンダードとなってきており世界中で品薄で
あるため、十分な数を確保するのが困難なこともあり、すぐに公費とな
るのは現実的ではないかもしれません。

17歳以下（性交渉開始前）に接種できれば、4価のワクチンでも89%の
予防効果があります。
（まだ9価のデータはありませんが、もっと高いことが予想されま
す。）

A. 1



①4価でも効果は高いので公費で打てる年代の方は
公費で4価のワクチンを接種する
②せっかく打つのであれば
値段も高いけどより効果の高い9価のワクチンを接種する
③可能性は高くないけど公費化を期待して
高1になるまで待つ

の3択になるかと思われます。
ただ、性交渉前の接種が最も予防効果が高く、何歳で性交渉があるかは
わからないので、早めの接種をお勧めします。
（実際の診療で小学生のクラミジア感染もありますので）

A. 1 つづき



長男は今、年長です。男子が公費で打てるようになるため
には今後どのようなステップが必要でしょうか？女子の接
種率の高さが有れば男子への公費接種の流れになるでしょ
うか？

Q. 2

男子も公費で打ちたい！という世論が大きくなると国を動か
せるはずです。現時点ではまだ男子は関係ないと思っている
方も多いので、男子にとっても大事なワクチンであるという
認識を広めていくことが大事だと思います。女子の接種率の
高さもきっと後押しになってくれるはずです。男子も女子も
HPV感染症から守られるようになるといいですね。

A. 2



高3の娘がいますが、17才の時に子宮頚がんワクチン接種
について保健所に問い合わせたら、「無料期間は過ぎてい
て4～5万円かかる」と言われちょっとためらってしまい現
在に至ります。命にはかえられないとは思うのです
が・・・公費負担で受けられるようになりそうですか？ま
たいつ頃でしょうか？

Q. 3

1997年度生まれから2005年度生まれの9学年を対象として
2022年4月から3年間公費接種（無料）で受けられるように
なりました！高3の方も4価のワクチンが無料で接種できま
す。お近くの産婦人科・小児科で接種してください。

A. 3



◆痙攣の副反応をワクチンと関係がないとよく言えますね。
こんな、製薬会社だけが得して、子どもが副反応に苦しむ
ことを正しい情報、正しい情報って言って、良心が痛まな
いですか？

◆ワクチンの副反応、デメリット、被害者の方々の現在に
ついても教えてもらいたいです。

◆痙攣はワクチンの副作用では無い、心配いらない、と言
い切って大丈夫ですか？
実際に被害に遭われた方や親御さんの発信は今もTwitter
等で見ることができます。彼女達に向かって同じ事を言っ
てください。

Q. 4



『10万個の子宮 あの激しいけいれんは子宮頸がんワクチンの副反応なのか』
村中璃子著 (平凡社)

よかったら、この本を読んでみていただければと思います。
身体の症状を訴えていた少女たちに直接インタビュー
されています。

関係がないかどうかはわかりませんし、実際に症状が出た方への救済は
予防接種法に基づき行われます。

「HPVワクチン接種後に生じた症状に対する診療の手引き」も整備さ
れ厚労省のホームページから見ていただくことができます。
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/dl/yobou150819-2.pdf

A.4

https://www.heibonsha.co.jp/book/b335507.html
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/dl/yobou150819-2.pdf


A.4 つづき➀

ワクチンで子宮頸がんが減ると、製薬会社も病院も収入が減ります。
現在はたくさんの子宮頸がん患者の治療で収入を得ているからです。
抗がん剤・定期的な受診・MRIやCT検査・放射線治療・緩和治療など、
子宮頸がん患者さんは多くの身体的な負担と経済的な負担、いつ再発
するかわからない大きな不安を抱えています。

今日も20代前半の大学生で初めて受けた検診で引っかかって高度異形
成の診断となった方に、円錐切除が必要だよ、でも進んだがんになる
前に見つかってよかったねとお伝えしました。でもその方が中高生の
ときに定期接種でHPVワクチンを打っていたなら、そもそも異形成に
はならなかったでしょう。



A.4 つづき②

HPVワクチンを打っていない世代で前がん病変・子宮頸がんが確実に
増えています。2000年生まれでは積極的勧奨の差し控えによって子宮
頸がんに罹患する女性が3600人増え、命を落とす女性が900人増える
と推計されています。

HPVワクチンを打つかどうかはもちろん自由です。
でもあなたの大切な人を守る選択肢になりえると考えています。



質問ではないのですが、現在３歳の子どもの帝王切開＠バ
プテスト病院を亀井先生に担当していただきました。
（それで、お名前を見て「あ！」と思い、動画を視聴しま
した。）
縫合がとてもきれいで驚きました。その節はどうもありが
とうございました。子どもも私も元気にしております。

Letter

現況報告、ありがとうございます！ママもお子さんもお元気
とのこと、とてもうれしく思います。ママはどうしても自分
のことが後回しになりがちですが、ママの元気が一番大事、
また時間を作って定期検診も受けてくださいね。

Reply



思春期の頃から、かかりつけの婦人科があれば、どんなに
心強かっただろう…と、今になって思います。
自分が思春期の頃は、敷居が高いどころか、知らない存在
だったように思います。質問ではありませんが、先生の
益々のご活躍、心よりお祈り申し上げます。ありがとうご
ざいました。

温かい応援、本当にありがとうございます。ママ自身の体調
管理にも、ぜひ婦人科を気軽に利用してくださいね。ママが
楽にハッピーに過ごせるお手伝いができればうれしいです。

Reply

Letter


